
【読書会にあたってのお願い】 
・13:00から13:25まではZoom操作の練習時間とします。音声や映像、Zoom機能に関連して試して
みたいことがあれば、ホストにお伝え下さい。 
・途中参加・途中退出OKです。 
・Zoomに接続できなくなるなどのトラブルが生じた場合、南谷のtwitterアカウントのDMか、
workshop.stephens@gmail.comまでご連絡下さい。 
・画面のスクリーン・ショット撮影について 
・読書会中、音声環境をよくするため、ホスト側で皆様の音声をミュートにさせてもらうことがあ
ります。 
・読書会後のアンケートについて 

【Zoomの設定】 
・最新バージョン更新済み【バージョン:4.6.12 (20615.0421)】 
・ファイル送信無効　 
・画面共有機能：ホストのみ 
・注釈・ホワイトボード・遠隔操作off 
・ブラウザからの参加可

2022年の『ユリシーズ』―スティーヴンズの読書会 
オンライン読書会 (2020.4.26)



13:00-13:30　準備：Zoomの練習・操作案内 

13:30-13:40　挨拶    

13:40-14:30　第1部：第1, 2, 3, 4, 5挿話の復習（主催者クロストーク） 

14:40-14:50　休憩　　　　　 

14:50-15:50　第2部：ディスカッション・質疑応答 

15:50-16:00　休憩　 

16:00-16:50　第3部：第1, 2, 4挿話の「テーマパネル」作成 

16:50-17:00　挨拶 

17:00-17:10　休憩　　　　　 

17:10 ~ 　　   懇親会：Wandering Books；テーマ「旅」

特別回（第1~５挿話）



『2022年のユリシーズ』読書会予定表
第1回 2019年6月16日 第4挿話　カリュプソー Book II. Odyssey initial  style
第2回 2019年8月25日 第1挿話　テレマコス  Book I. Telemachia initial  style
第3回 2019年10月20日 第2挿話　ネストール  Book I. Telemachia initial  style
第4回 2019年12月22日 第3挿話　プロテウス  Book I. Telemachia initial  style
第5回 2020年2月9日 第5挿話　食蓮人たち Book II. Odyssey initial  style
第6回 2019年4月26日 特別回　第1挿話～第5挿話 Book II. Odyssey initial  style
第7回 2020年6月28日 第6挿話　ハデス Book II. Odyssey
第8回 2020年8月 第7挿話　アイオロス Book II. Odyssey
第9回 2020年10月 第8挿話　ライストリュゴネス族 Book II. Odyssey
第10回 2020年12月 第9挿話　 スキュレとカリュブディス Book II. Odyssey
第11回 2021年2月 第10挿話　さまよう岩々 Book II. Odyssey
第12回 2021年4月 第11挿話　セイレーン Book II. Odyssey
第13回 2021年6月 第12挿話　キュクロプス Book II. Odyssey
第14回 2021年8月 第13挿話　ナウシカア Book II. Odyssey
第15回 2021年10月 第14挿話　太陽神の牛 Book II. Odyssey
第16回 2021年12月 第15挿話　キルケ Book III. Nostos
第17回 2022年2月 第16挿話　エウマイオス Book III. Nostos
第18回 2022年4月 第17挿話　イタケ Book III. Nostos
第19回 2022年6月16日 第18挿話　ペネロペイア Book III. Nostos



『ユリシーズ』とノートテイキング

© 三月うさぎ（兄）さん @march_hare_bro ©オクスタ製文さん @oksta7

©きのさん@keni_keno©トマトが主食のかぼちゃさん@sleepmyrtle

yoshimo maiさん @yoshino314

月と牧人ひつじを@melacavobene



『ユリシーズ』を読むための 5つの方法

（1）意味と「？」を集める蜜蜂になる

（5）ダブリン行きを楽しみにする

（2）「小さな一つ」に情熱を注ぐ

（3）寄り道をしながら誰かと読む （4）生活者として読む

▶『ユリシーズ』は、普通の人々が毎日送っている生活の現実を祝福するために書かれた。ボード
レールからフローベールに至るまで、前世紀の最も力強い作品は，単に陳腐になってしまう都市の
日課の反復性に対する著述家の公然たる抵抗が動機となって、日常生活への辛辣な批評を含んでいる
ことが多い . . . ジョイスは全く異なる方法を取った。たった一日の詳細を記録することで、平凡な生
活に潜む驚異的な要素を解き放つことができ、ありふれたものが驚嘆すべきものになると信じてい
たのである。（デクラン・カイバート『ユリシーズと我ら―日常生活の芸術』坂内正訳（水声社、
2011年, 24頁）



13:00-13:30　準備：Zoomの練習・操作案内 

13:30-13:40　挨拶    

13:40-14:30　第1部：第1, 2, 3, 4, 5挿話の復習（主催者クロストーク） 

14:40-14:50　休憩　　　　　 

14:50-15:50　第2部：ディスカッション・質疑応答 

15:50-16:00　休憩　 

16:00-16:50　第3部：第1, 2, 4挿話の「テーマパネル」作成 

16:50-17:00　挨拶 

17:00-17:10　休憩　　　　　 

17:10 ~ 　　   懇親会：Wandering Books；テーマ「旅」

特別回（第1~５挿話）



　登場人物：スティーヴン・デダラス、バック・マリガン、 
　ヘインズ、ミルク売りの老婆 
　 
　①「マーテロ塔」の位置と構造 
　②登場人物たちのあだ名について 
　③登場人物たちのポケットには何が入っている？ 
　④大いなる海と大いなる母―母の死と溺死の関係 
　⑤「アイルランド芸術の象徴」としての「僕のひび割れた鏡」 
　⑥ミルク売りの老婆とアイルランド性 
　⑦ヘインズと大英帝国（植民地主義） 
　⑧鍵の所収者と家賃問題 
　⑨男たちの朝食と紅茶 
　⑩シェイクスピアと『ハムレット』 

Book I 

第2挿話（ネストール）
登場人物：スティーヴン・デダラス、コクラン、アームストロング、　
コミン、タルボット、シリル・サージェント、ギャレット・ディージー  

①「歴史とはぼくが目覚めようとしている悪夢」とは？ 
②直線的な歴史観と明白なる運命 
③「虚ろなもの」（貝、窓、湾）が意味するものは？ 
④ドーキーと富裕層、アングロ・アイリッシュについて 
⑤アリストテレスの哲学と可能態 
⑥狐のなぞなぞ 
⑦反ユダヤ主義とディージー校長のなぞなぞ 
⑧馬と牛の口蹄疫とアイルランド経済 
⑨お金、給料、借金 
⑩教える者と学ぶ者

第3挿話（プロテウス）
　登場人物：スティーヴン・デダラス、浜辺を歩く二人の老婆、 
　犬(“Tatters”)を連れた男と女、犬の死骸  

①スティーヴンが実践するバークリーの観念論 
②サンディマウントとはどんな場所？ 
③「順次」と「並列態」の具体例は？ 
④海神プロテウスをつかまえる方法 
⑤二人の老婆、ジプシー風の男と女、二匹の犬 
⑥なぜジョイスは浜辺で死んでいる犬を描いたのか 
⑦「誰が話している？」―グールディング家内の会話 
⑧「こけ犬わんちゃん(dogsbody)」と犬の死体(dog's body)の関係 
⑨墜落と帰還―スティーヴンのパリの記憶 
⑩詩作と鼻くそ―スティーヴンの創造行為

第1挿話（テレマコス）



　登場人物：リアポウルド・ブルーム、黒猫、モリー・ブルーム、　 
　ドルーガック肉店の主、ミリー・ブルーム、ブレイゼズ・ボイラン 
　 
①二つの太陽を覆う雲 
②誰が何を食べている？―人間と動物の食生活 
③ブルーム家の猫の謎 
④ドルーガック肉店とユダヤ的なるもの 
⑤「手紙は誰に？」―モリーとボイラン、ミリーとバノン 
⑥「会者定離輪廻」(Metempsychosis)という鍵語 
⑦ブルームの帽子と鍵 
⑧ホメリック・パラレル―カリュプソーと「ニンフの沐浴」 
⑨ブルームの子どもたち―娘ミリーとルーディ 
⑩第4挿話にはなぜ排泄物が描かれるのか？ 

　登場人物：レオポルド・ブルーム、マーサ・クリフォード、     
    C・P・マッコイ、スウィニー薬局の主、バンタム・ライアンズ 

①ホメリック・パラレル―食蓮人と麻痺 
②この街ではいつも誰かが見ているかもしれない―窃視症と窃視不安 
③ヘンリー・フラワーとマーサ・クリフォードのエロティックな文通 
④第５挿話に隠れた花を見つけ出す 
⑤読みまくるブルーム―手紙、新聞記事、広告 
⑥父ルドルフ・ヴィラークの死 
⑦ブルームの性的不安 
⑧教会とミサ（告解と改悛） 
⑨きれい好きのブルーム―スウィニー薬局の石鹸と温水浴場 
⑩ジョイスの間違いは間違わない―バンタム・ライアンズの勘違い

第5挿話（食蓮人たち）第4挿話（カリュプソー）

Book II 





第1挿話の復習



第2挿話の復習



第2挿話の復習

第3挿話の復習



第4挿話の復習



第5挿話の復習





13:00-13:30　準備：Zoomの練習・操作案内 

13:30-13:40　挨拶    

13:40-14:30　第1部：第1, 2, 3, 4, 5挿話の復習（主催者クロストーク） 

14:40-14:50　休憩　　　　　 

14:50-15:50　第2部：ディスカッション・質疑応答 

15:50-16:00　休憩　 

16:00-16:50　第3部：第1, 2, 4挿話の「テーマパネル」作成 

16:50-17:00　挨拶 

17:00-17:10　休憩　　　　　 

17:10 ~ 　　   懇親会：Wandering Books；テーマ「旅」

特別回（第1~５挿話）



13:00-13:30　準備：Zoomの練習・操作案内 

13:30-13:40　挨拶    

13:40-14:30　第1部：第1, 2, 3, 4, 5挿話の復習（主催者クロストーク） 

14:40-14:50　休憩　　　　　 

14:50-15:50　第2部：ディスカッション・質疑応答 

15:50-16:00　休憩　 

16:00-16:50　第3部：第1, 2, 4挿話の「テーマパネル」作成 

16:50-17:00　挨拶 

17:00-17:10　休憩　　　　　 

17:10 ~ 　　   懇親会：Wandering Books；テーマ「旅」

特別回（第1~５挿話）



　登場人物：スティーヴン・デダラス、バック・マリガン、 
　ヘインズ、ミルク売りの老婆 
　 
　①「マーテロ塔」の位置と構造 
　②登場人物たちのあだ名について 
　③登場人物たちのポケットには何が入っている？ 
　④大いなる海と大いなる母―母の死と溺死の関係 
　⑤「アイルランド芸術の象徴」としての「僕のひび割れた鏡」 
　⑥ミルク売りの老婆とアイルランド性 
　⑦ヘインズと大英帝国（植民地主義） 
　⑧鍵の所収者と家賃問題 
　⑨男たちの朝食と紅茶 
　⑩シェイクスピアと『ハムレット』 

Book I 

第2挿話（ネストール）
登場人物：スティーヴン・デダラス、コクラン、アームストロング、　
コミン、タルボット、シリル・サージェント、ギャレット・ディージー  

①「歴史とはぼくが目覚めようとしている悪夢」とは？ 
②直線的な歴史観と明白なる運命 
③「虚ろなもの」（貝、窓、湾）が意味するものは？ 
④ドーキーと富裕層、アングロ・アイリッシュについて 
⑤アリストテレスの哲学と可能態 
⑥狐のなぞなぞ 
⑦反ユダヤ主義とディージー校長のなぞなぞ 
⑧馬と牛の口蹄疫とアイルランド経済 
⑨お金、給料、借金 
⑩教える者と学ぶ者

第3挿話（プロテウス）
　登場人物：スティーヴン・デダラス、浜辺を歩く二人の老婆、 
　犬(“Tatters”)を連れた男と女、犬の死骸  

①スティーヴンが実践するバークリーの観念論 
②サンディマウントとはどんな場所？ 
③「順次」と「並列態」の具体例は？ 
④海神プロテウスをつかまえる方法 
⑤二人の老婆、ジプシー風の男と女、二匹の犬 
⑥なぜジョイスは浜辺で死んでいる犬を描いたのか 
⑦「誰が話している？」―グールディング家内の会話 
⑧「こけ犬わんちゃん(dogsbody)」と犬の死体(dog's body)の関係 
⑨墜落と帰還―スティーヴンのパリの記憶 
⑩詩作と鼻くそ―ティーヴンの創造行為

第1挿話（テレマコス）



　登場人物：リアポウルド・ブルーム、黒猫、モリー・ブルーム、　 
　ドルーガック肉店の主、ミリー・ブルーム、ブレイゼズ・ボイラン 
　 
①二つの太陽を覆う雲 
②誰が何を食べている？―人間と動物の食生活 
③ブルーム家の猫の謎 
④ドルーガック肉店とユダヤ的なるもの 
⑤「手紙は誰に？」―モリーとボイラン、ミリーとバノン 
⑥「会者定離輪廻」(Metempsychosis)という鍵語 
⑦ブルームの帽子と鍵 
⑧ホメリック・パラレル―カリュプソーと「ニンフの沐浴」 
⑨ブルームの子どもたち―娘ミリーとルーディ 
⑩第4挿話にはなぜ排泄物が描かれるのか？ 

　登場人物：レオポルド・ブルーム、マーサ・クリフォード、     
    C・P・マッコイ、スウィニー薬局の主、バンタム・ライアンズ 

①ホメリック・パラレル―食蓮人と麻痺 
②この街ではいつも誰かが見ているかもしれない―窃視症と窃視不安 
③ヘンリー・フラワーとマーサ・クリフォードのエロティックな文通 
④第５挿話に隠れた花を見つけ出す 
⑤読みまくるブルーム―手紙、新聞記事、広告 
⑥父ルドルフ・ヴィラークの死 
⑦ブルームの性的不安 
⑧教会とミサ（告解と改悛） 
⑨きれい好きのブルーム―スウィニー薬局の石鹸と温水浴場 
⑩ジョイスの間違いは間違わない―バンタム・ライアンズの勘違い

第5挿話（食蓮人たち）第4挿話（カリュプソー）

Book II 



13:00-13:30　準備：Zoomの練習・操作案内 

13:30-13:40　挨拶    

13:40-14:30　第1部：第1, 2, 3, 4, 5挿話の復習（主催者クロストーク） 

14:40-14:50　休憩　　　　　 

14:50-15:50　第2部：ディスカッション・質疑応答 

15:50-16:00　休憩　 

16:00-16:50　第3部：第1, 2, 4挿話の「テーマパネル」作成 

16:50-17:00　挨拶 

17:00-17:10　休憩　　　　　 

17:10 ~ 　　   懇親会：Wandering Books；テーマ「旅」

特別回（第1~５挿話）



第1挿話のテーマパネル



第2挿話のテーマパネル
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浜

第3挿話のテーマパネル



第4挿話のテーマパネル



性 馬 猫 薬 浴聖

郵

香 植

花

水

式 棒 車 煙

歩酔

茶喪

喫

東

紙

屍 温

帽 光

石 賭

歌

体

沈

浮

第5挿話のテーマパネル



次回の第6回読書会（第6挿話）は6月28日（日）に、 
オンラインで実施します。予約開始日は tw i t t e r
（@YMINAMITANI）とStephens Workshopのホーム
ページでお知らせします。 

よろしければ後ほど別途送付しますアンケートフォームに
ご記入いただき、workshop.stephens@gmail.comまで
ご返送ください。 

本日はご来場いただき、ありがとうございました！ 



13:00-13:30　準備：Zoomの練習・操作案内 

13:30-13:40　挨拶    

13:40-14:30　第1部：第1, 2, 3, 4, 5挿話の復習（主催者クロストーク） 

14:40-14:50　休憩　　　　　 

14:50-15:50　第2部：ディスカッション・質疑応答 

15:50-16:00　休憩　 

16:00-16:50　第3部：第1, 2, 4挿話の「テーマパネル」作成 

16:50-17:00　挨拶 

17:00-17:10　休憩　　　　　 

17:10 ~ 　　   懇親会：Wandering Books；テーマ「旅」

特別回（第1~５挿話）


